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学校経営計画 

１ 経営理念 

○すべての教育活動は学校の主役である児童・生徒のことを第一に考え、安全・安心な

学校を作り、必要と判断したことは必ず実現する。 

 

２ 経営方針 

○十五の春に向け、主体的に考え、判断し、行動する力をもち、広い視野をもった国際

性豊かな人材を育成するための教育活動を追求する。 

○伝統・文化及び地域の特性との調和を図り、保護者・地域と一体となり、利島の良さ

を最大限に生かした魅力ある学校づくりに邁進する。 

○すべての児童・生徒にとって居心地が良く、学習と生活が落ち着いてできる安全・安

心な学校づくりに取り組む。 

 

３ 教育目標 

    人権尊重の精神を基盤とし、児童・生徒の自立を目指し、義務教育９年間の一貫した

教育を通して、知・徳・体の調和のとれた人格の完成を目指して、次の目標を設定する。 

「自立」 ○よく考え 進んで学ぶ人 

○思いやりのある 心豊かな人 

○元気に たくましく生きる人 

 

４ 目指す学校像 

○児童・生徒が「利島小中学校で過ごせて幸せだった」と思える学校 

（安心して登校し満足して下校できる学校） 

○保護者が「利島小中学校に通わせて良かった」と思える学校 

（いつでも相談でき、信頼される学校） 

○教職員が「利島小中学校で働くことが誇りだ」と思える学校 

   （利島の教育を背負っていると自信をもって言える学校） 

 

５ 目指す教師像 

   ○児童・生徒のよさを認め、褒めて認めることによって、自ら考え学ぶことができる資

質・能力を伸ばすことに努める教師 

   〇ひと手間を惜しまず、児童・生徒・保護者に対応することで、相互理解を深め、信頼

される教師 

○児童・生徒の理解に努め、保護者と協力して『児童・生徒一人一人よく面倒を見て、

かわいがり自ら歩ませる』指導・支援に努める教師 

○利島の教育に夢を抱き、児童・生徒のためにひたむきに働き、絶えず研究と修養に努

めて、日々の教育活動に励む教師 

○学校運営の一翼を担っているという自覚をもって、学校や利島村および東京都の教育

のために貢献する教師 



 

６ 目指す児童・生徒像 

○自ら考え、正しい判断と行動ができ、常に成長できる児童・生徒 

○優しさをもち、前向きに生活できる児童・生徒 

○心身ともに健康で、困難を乗り越えられる児童・生徒 

 

７ 教育活動の重点目標と方策 

○小中一貫教育の充実【学校運営】 

初等中等教育の目的を踏まえた小学校１年から中学校３年の義務教育九年間の系

統的な指導を行うため、全教科・領域において縦断的かつ横断的な指導計画に基づき、

小学校教員と中学校教員が相互に連携して児童・生徒の指導に取り組む。 

《具体的方策》 

➢ 小中教員の協働よる学習指導（TT・少人数授業）の充実 

➢ 年間指導計画作成会議によるカリキュラム・マネジメントを意識した学習指導計

画の工夫・改善 

➢ 発達段階に応じた指導、小・中の良さを生かした指導法の工夫 

 

○確かな学力の定着【学習指導】 

教員の授業力向上に努めるとともに、児童・生徒の実態を踏まえた適切かつ効果的

な授業及び学習補充活動の実践に取り組む。 

《具体的方策》 

➢ 学力調査や児童・生徒による授業評価の結果に基づく授業改善と工夫 

➢ 公開授業における教員相互の学び合いの充実 

➢ 日常的な学習支援活動（補充教室、能動的に学ぶ学習部の活動等）、及び長期休業

中の学習教室の実施 

➢ 基礎学力定着を図る副教材（東京ベーシックドリル等）の活用 

➢ 日常の家庭連絡や面談を通した家庭との連携による学習習慣の定着 

 

○人権教育と心の教育の充実【生活指導・特別活動】 

あらゆる偏見や差別をなくし、児童・生徒一人一人が尊重される望ましい人間関係

の確立と自己実現の達成を図る。人と人との関わりや社会の一員として生きていくた

めの豊かな心（思いやりの心、素直な心、認め合う心）を育成する。教育活動全般に

おいて児童・生徒一人一人の自己肯定感や自尊感情を高め、豊かな人間性や社会性を

育成する。 

 

《具体的方策》 

➢ いじめ・差別の防止に関する授業や取組（人権月間活動等）での指導の実施 

➢ 教育相談活動における SC・特別支援コーディネーター等との連携による充実 

➢ 道徳科における質の高い多様な指導法の実践 

➢ 児童・生徒会活動および学級活動の活性化 

 

 



 

○たくましい心身の育成【学習指導・特別活動】 

児童・生徒の成長と発達を支える基本となる体力の向上の重要性を踏まえ、その土

台となる強い心を育て、「運動をするための基礎となる身体的能力」と、「体の健康を

維持し病気に罹らないようにする力」である 2つの体力を育成する。 

《具体的方策》 

➢ 児童・生徒自らが自己の体力を把握し、体力向上への意欲を高めるための運動能

力（走力・投てき力・持久力）向上にむけた取組の実施 

➢ くじけない心・あきらめない心を育む指導の充実に向けた取組の実施 

➢ 健康で丈夫な体をつくることを目指した学習活動や取組の実施 

 

○国際理解教育の充実【学校運営】 

国際社会の一員として、国を越えた相互理解の必要性を踏まえ、国際人としての自

己の確立を図るとともに、外国語能力の基礎や表現力等のコミュニケーション能力を

育成する。 

《具体的方策》 

➢ 学年・教科等での国際理解学習の実施 

➢ 英語教育・外国語(英語)活動の充実に向けた取組の実施 

（英語推進委員会の立ち上げとＡＬＴの活用） 

➢ 校内体制でのオリパラ教育の推進（レガシーとしての継続） 

 

○ふるさと教育の充実【学習指導】 

学校を取り巻く環境の実態･特性を生かし、地域と連携して利島の素晴らしさや良

さを実感できる学習活動に取り組む。 

《具体的方策》 

➢ 利島の歴史や文化、自然、環境に関する学習活動の実施 

（３年間で「むかし」「いま」「未来」について学ぶ 令和５年度は「未来」） 

➢ 地域人材を活用した授業や故郷体験学習等の実施 

 

○生き方教育の充実【生活指導・進路指導】 

社会の中で生きるために必要な社会的資質や社会的能力を育成し伸長を図るため、

教育活動全体を通じて計画的・意図的かつ確実な指導に取り組む。 

《具体的方策》 

➢ 基本的な生活規律（挨拶・礼節・言葉遣い）を徹底する取組の実施 

➢ 人間関係形成・社会形成能力育成のための体験的な学習活動の実施 

➢ キャリアプランニング能力育成のための学習活動の実施 


